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腎 ・尿管結石に対する臭化チメピジウム

(SA-504)細 粒の使用経験

岐阜県立岐阜病院泌尿器科(部 長:清 水保夫)

松 田 聖 士

村 中 幸 二*

酒 井 俊 助

清 水 保 夫**

EFFECT OF SA-504 SUBTLE GRANULES ON 

   RENAL OR URETERAL CALCULI 

 Seiji MATUDA,  Koji MURANAKA, 

        Shunsuke SAKAI and Yasuo  SHIMIZU 
    From the Department of Urology, Gifu Prefectural Hospital 

               (Chief: Y.  Shimizu, M.D.)

   The effect of the antispasmodic agent, SA-504 subtle granules, was studied. Ninety mg per day 

of timepidium bromide subtle granules was given orally to 17 patients with renal or ureteral calculi 

for no less than fourteen days. 

   SA-504 subtle granules as well as the capsule showed good antispasmodic effect and stimulated 

spontaneous passage of ureteral calculi. 

   No subjective or objective side effects were observed. 
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序 文

尿路結石症では尿路平滑筋攣縮による腰痛,側 腹部

痛および疵痛発作がよく起 きるが,臭 化チメピジウム

(セスデン②)は こ治ら尿路結石症に 対して疹痛を緩

和し,か つ 自然排石を 促進することが 認められてお

り1・2),すでにカプセル剤として実用され,す ぐれた

成績が報告されている3・4)

しか し,剤 型がカプセル剤であるため,小 児,老 人

などでは飲みに くいなどの 苦情も時に聞 くことが あ

る.

これに対しては剤型をカプセル剤から細粒剤へ変え

て飲みやす くし,し かも投与量の微妙な調整を可能と

すべく調剤性を高める工夫がなされようとしている.

*現:福 井医科大学泌尿器科助手

**現=福 井医科大学泌尿器科助教授

今回,わ れわれは最近,約 半年間に当科外来を受診

した腎または尿管結石症に対して臭化チメピジウムの

細粒,す なわちSA-504細 粒を投与する機会を 得た

ので,そ の結果を報告する.

対 象 および投与方法

対象となったのは1983年1月 から6月 までに県立岐

阜病院泌尿器科外来を受診 した腎または尿管結石症患

者で,そ のうち自然排石が期待できる大きさ(南 ら5)

の分類にのっとった中小結石が主で,数 例,大 結石を

含む)の 結石を有するもので,排 泄性腎孟造影上,著

明な尿 うっ滞のない17症 例(男12名,女5名)を 選ん

だ.

投与方法はSA-504細 粒1日1.5g(臭 化チメピジ

ウムとして90mg)を 食後30分 に分3内 服として,原

則として2週 間続けた.最 初,セ スデン細粒を投与し,
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TableL各 症 例 の 成 績

閥α 名前(性)
結石の大 きさ**SA-504細 粒

年 齢SA-504細 粒 長軸 ×短軸 推定体積 結石の部位 疹痛の推移 内服 中の 併 用 薬

投与 日数(mm)(mm)(㎡)自 然排石

そ の 他

1零Y.T.(男)47

2*S.M.(女)40

3*N.0.(男)50

4*T.K.(男)38

5*H.K.(男)42

6T.Y.(男)49

7H.A.(女)74

8Y.M.(男)58

9Y.M.(男)26

10H.K.(女)29

11H.E.(男)52

12T.M.(男)53

13T.K.(男)56

14Y.M。(男)21

15T.B。(男)59

16T.M.(女)58

17K.1,(男)53

35

14

56

14

14

28

14

28

14

14

42

14

14

14

14

14

14

6×3 28.3

14×11887.2

10×2

8×3

5×5

20.9

37,7

65.5

10×10523.8

6×5

7×5

9×4

16×3

S3 鈍痛→消失

右腎孟 な し→鈍痛

S2-3

L3

鈍痛→軽減

鈍痛→消失

S2.3鈍 痛 → 消 失

左腎実質 鈍痛→消失

78.6右 膀胱壁内 癌痛→消失

尿管

91.7

75.4

75.4

7×6132.0

2×2

5×3

9×4

4.2

23.6

75.4

12x10628.5

8×5104.8

2x1 1,0

L2 鈍痛→軽減

Ls-S1疵 痛 → 消 失

S3

L4

S2

L3

S3

鈍痛→消失

鈍痛→消失

殖痛→消失

鈍痛→軽減

疵痛→消失

左腎孟 鈍痛→軽減

右腎孟 鈍蒲→軽減

S2 鈍痛→消失

十

十

十

十

十

十

ウロカル ン

ウロカル ン

ウロカル ン

ウロカル ン

ウロカル ン

ウロカルン

チオラ、量 ソウ

ウロカルン

ウ ロカルン

ウ ロカルン

腎切石術施行

SA-504細 粒投与終 了後 に自然

排石 した

SA・504細 粒投与終了後に自然

排石 した
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*は じめセスデンカプセル を内服 していて、中途でSA-504細 粒に変更 した もの.
艸 最 も大 きなもの を表示 した。
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試験期間終了後にセスデンカプセル投与に変更した例

が11例(男8名,女3名)あ り,セ スデンカプセルを

投与して いてセスデン細粒 投与に 変更した例が5例

(男4名,女1名)あ る.約 半数の例でウロカルン⑫を

併用したが,他 の鎮痛鎮 痙剤や利尿剤の併用は 避け

た,

治療期間中はなるべく大量の水分を摂取し,か つ年

齢に相応した体動に心がけるよう指導 した.

効果判定基準

自覚症状の効果判定は経過を十,+,±,一 の4段

階評価し,下 記の基準でおこなった.

著 効=1週 間以内に症状が消失したもの

有 効:2週 間以内に症状が消失 したもの

やや有効:2週 間以内に症状が軽減 したもの

無 効:2週 間以内に症状が不変または悪化した

もの

ただし,担 当医の判断を優先 し,必 ず しも上記の判

定基準にあてはまらないものもある.

また,疹 痛の緩解効果,副 作用の有無などを総合し

て,非 常に有用,有 用,や や有用,有 用性なしの4段

階にて有用性を評価した.

結

847

して33%と 良好な成績が得 られている.今 回は鼓腸を

訴える者はほとんどいなかった.

17名 の被験者の中では自覚的副作用を訴えたものは

1名 もなかった.ま た,他 覚的にも臓器障害などの副

作用が起ったことを示唆する所見を得たものはなか っ

た,

また,痙 痛の緩解効果,副 作用の有無などを総合 し

た有用性はTable6に 示すごとくであ り,有 用率53

%で あ った.

考 察

果

セスデンは鎮痙作用が強 く,唾 液分泌抑制作用,散

瞳作用などの副作用が少ない薬剤として臨床の場で使

用され,す ぐれた成果を示している.し かし,患 者の

側からみると,こ のようにすぐれた薬剤でも飲みにく

い(5号 カプセルで小さいが)こ とがある点,あ るい

Table2.症 例 の年 齢 分 布

各症例の成績の詳細はTable1の よ うである.投

与期間は2週 間を原則 としたが,2週 間をこえるもの

が6名 ある.こ れ ら6名 はいずれも内服 しやすいこと

をおもな理由に自発的に申し出たものである.

症例の年齢分布をTable2に 示すが,50歳 代にも

っとも多く,60歳 未満が17名 中16名(94%)を 占めた.

結 石の数の17症 例でのべ21個 を確認できた.Table

3に 示すように2週 間のセスデン細粒投与期間中に自

然排石をみたものは6個(29%)あ り,内 訳はみな尿

管結石であった.

つ ぎにセスデン細粒投与期間中に同時にウロカルン

を併用した症例が多いのでこれらのみについてセスデ

ンカプセル投与群との鎮痛効果と自然排石促進効果を

比較してみた(Table4).投 与期間が異なっているの

で単純な比較はできないが,大 きな差は認めに くい,

除痛効果,自 然排石促進効果 とも,カ プセル剤にて報

告されているものと大きな差はなく,当 然のことなが

ら剤形の違いによっておこる効能の差はなかったと思

われる.

自覚症状について前述した効果判定基準にょり,得

られた結果をTable5に 示す.有 効率は落痛に対し

て53%,悪 心 ・嘔吐に対して64%,下 腹部不快感に対

年齢(歳)男 女

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

2

1

3

7

0

0

1

0

1

1

0

1

計 13例 4例

Table3.自 然 排 石 の内 訳

結石の部位 排 石 数

腎 結 石

上部尿管結石

下部尿管結石寧

0/7個(0%)

2/5{固(40%)

4/9個(44%)

計 6/21個(29%)

Table4.

*Sl以 下 を下部尿 管と して扱 った。

薬剤の剤型間における鎮痛効果と自然

排石促進効果の比較

セ スデンカプセルSA-504細 粒

(ウ ロカル ン併用)(ウ ロカル ン併 用)

串

鎮痛効果

自然排石

5/10(50%)「

2/10(20%)

ア/9(78%)

4/9(44%)

曝痙痛が消失 したものを有効 とした.
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Table5.自 覚症状に対する効果

著 効 有 効 やや有効

有 効 率

無 効(著 効+有 効)

痛2 7 7 1 52。9%

(9/17例)

悪 心 ・嘔吐1 6 3 163.6%

(ア/11イ 列)

下腹部1

不快感

2 5 133,3%

(3/9例)

Table6.有 用 性

非常に有用 有 用 やや有用 有用性なし 有 用 率

(非常に有用十有用)

1 8 7 1 52,9%

(9/17B「IJ)

はカプセル剤であるため,処 方に際して用量の調節が

しにくいことがときにあるなど,そ の恩恵に浴するこ

とができない場合もある.剤 型を細粒に変更した場合,

むろん,薬 理学的効果には本質的な差は生 じないが,

これまでカプセル剤に抵抗のあった人々にも投与する

ことが可能になる.加 えてカプセル剤よりも吸収が速

く,効 果 発現が早 くなる可能性 もある.今 回は 初

vivoで は臭化チメピジウムの体 液内濃度が 非常に微

量であるため,測 定できず,カ プセル剤と細粒剤との

体内動態の差は検討できなかったのが残念である.

17名 の症例のうち,5名 は最初,セ スデンカプセル

を内服してお り,途 中で細粒にきりかえたのだが,2

名は2週 間の試験期間後も細粒の方を希望し,残 り3

名はどちらでもよいとの返答を得た.細 粒がのめない

と申し出た者は存在 しなかった.

疹痛緩解効果はカプセルと比較して本質的な差はな

いはずであるが,当 科でセスデンカプセルを投与して

いる群と比較してほとんど差がないように思われた.

しかし,小 数例なので断言は避けたい.

結 語

尿管結石または腎結石を有する被験者17名 に臭化チ

メピジウム90mg/日,す なわち,SA-504細 粒1.5

9/日 を少なくとも14日 間投与して,そ の疹痛緩解,自

然排石促進効果ならびに副作用の有無について検討し

た.疹 痛緩解効果,自 然排石促進効果はセスデンカプ

セル剤と同様,す ぐれた効果を示した.

作用は認められなか った.

自 ・他覚的副
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